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父島，三日月山累層の古銅輝石安山岩は同層の高C aボニナイト分化物，円部湾累層の古銅輝石安山岩は，同層
下部の低C aボニナイト分化物である．高C aボニナイト系列は石基に単斜輝石を持ち，分化が進んでもS i O 2はほぼ
一定で，F e O *は増加するのに対し，低C aボニナイト系列では単斜輝石と斜方輝石を持ち，S i O 2が増加し，F e O *
はやや減少する傾向を示す．低C aボニナイト系列にはマグマ混合の証拠が数多く見られるが，高C aボニナイト系
列には見られない．この特徴の違いは，ソレアイト系列とカルクアルカリ系列マグマの間に一般的に見られるも
のであり，マグマの分化過程において普遍的に存在するのかも知れない．

はじめに
ボニナイトは，１９世紀末，P e t e r s e nによって，父島に産出する斜長石を含まないガラス質火山岩に与えられ

た名称であるが，ボニナイトあるいは類似の岩石は世界各地で報告されており，これに伴い，Crawford et
a l . ( 1 9 8 9 )はC a O含有量に基づいて高 C aタイプ（C a O＞9 %）と低C aタイプ（＜9 %）に大別した．父島のボニナイト
の多くは低C aタイプに属するが，少量ながら高C aタイプも存在することが知られている．M e i j e r ( 1 9 8 0 )はボニナ
イトの分化に関して，ボニナイト系列を提唱したが，これは低C aボニナイトについてであり，高C aボニナイトの
分化過程はよく分かっていない．矢嶋ほか（1 9 9 8，岩鉱学会）は父島産ボニナイトを層準，化学組成などに基づ
いて４タイプに分類したが，その後の研究で，三日月山累層上部の高C aボニナイトの分化物と思われる火山岩を
見いだした．そこで今回は，三日月山累層の高C aボニナイト分化物（古銅輝石安山岩）の岩石記載，化学組成を
報告するとともに，円部湾累層の低C aボニナイト分化物（古銅輝石安山岩）との比較を行い，高C aおよび低C aボ
ニナイトの分化の特徴を考察する．

岩石記載・化学組成
三日月山累層の古銅輝石安山岩（M k - B z A）および円部湾累層の古銅輝石安山岩（M r - B z A）は，ともに斑

晶・微斑晶として古銅輝石，普通輝石，斜長石を含む．M k - B z Aは古銅輝石斑晶に対して普通輝石斑晶の量が多い
が，M r - B z Aでは逆になる．M k - B z Aの斑晶は清澄で，逆累帯を示すものはないが，M r - B z Aは外来結晶と考えられ
る鉱物や逆累帯を示す苦鉄質鉱物を含むことが多い．石基輝石は，M k - B z Aが単斜輝石のみであるのに対し，M r -
BzAは単斜輝石および斜方輝石である．

M k - B z AはS i O 2 = 5 4 . 6 3 - 6 0 . 0 1 %，M g O = 4 . 7 5 - 7 . 8 7 %，C a O = 8 . 0 0 - 1 0 . 4 9 %，M r - B z AはS i O 2 = 5 9 . 0 7 - 6 0 . 3 6 %，M g O = 5 . 2 8 -
7 . 9 9 %，C a O = 7 . 6 2 - 8 . 4 6 %（いずれも無水換算）で，ボニナイト（高C a，低C aともにM g O > 8 %，F e O * / M g O < 1 . 1）と
は記載岩石学的さらに化学組成的にも明瞭に区別される．M k - B z Aは，M r - B z Aに比べS i O２，K 2 O，R bに乏しく，
T i O 2，F e O *，C a O，P 2 O 5，S r，Y，V，G aに富む．微量元素比図上ではそれぞれ明瞭に異なる領域にプロットさ
れる．M k - B z Aは三日月山累層の高C aボニナイト（M k U - H C B）と，M r - B z Aは円縁湾累層の高C a，低C aボニナイ
ト（M r - B o）とほぼ同じ微量元素比を示す．R E Eでは，M k - B z AはMkU-HCB と同様なL R E EからH R E Eまで水平な
フラットなパターンを示すが，Mr-BzAはMr-Bo と似たMREEで凹になるU字型のパターンを示す．

考察
化学組成変化図およびPearce (1968)によるプロット，微量元素比，R E Eパターンから考えて，M k - B z Aは三日

月山累層の高C aボニナイト分化物，M r - B z Aは円部湾累層で量的に卓越する同層下部の低C aボニナイト分化物であ
ると結論づけられる．円部湾累層上部には，同層下部の低C aボニナイトよりH F S Eに乏しい高C aおよび低C aボニ
ナイトが見られるが，これらの分化物は見つかっていない．低C aボニナイトは，古銅輝石安山岩，デイサイト，
石英デイサイトの順に分化するが，高C aボニナイトは，今回の古銅輝石安山岩の他はよく分かっていない．黒田
( 1 9 9 2 )は，三日月山北東で普通角閃石石英デイサイトの記載を行い，このデイサイトが他の石英デイサイトとは起
源を異にし，浅い海底で噴出した可能性を指摘した．この普通角閃石石英デイサイトは，高C aボニナイトが最も
分化した分化物の可能性があるが，微量元素比などで比較できないため確かなことは分からない．そこで，三日
月山累層の高C aボニナイトと円部湾累層下部の低C aボニナイトの分化過程（それぞれを高C aボニナイト系列，低



C aボニナイト系列と呼ぶ）について，安山岩組成までの比較を行う．化学組成変化図において，高C aボニナイト
系列は分化が進んでも，S i O 2はほぼ一定で，F e O *は増加するのに対し，低 C aボニナイト系列ではS i O 2が増加し，
F e O *はほぼ一定かやや減少する傾向を示す．記載岩石学的には，高C aボニナイト系列は石基輝石に単斜輝石を持
つが，低C aボニナイト系列には単斜輝石と斜方輝石が見られる．また，低C aボニナイト系列にはマグマ混合の証
拠が数多く見られるが，高C aボニナイト系列には見られない．これらの定性的な特徴の違いは，ソレアイト系列
とカルクアルカリ系列マグマの間に一般的に見られるものであり，マグマの分化過程において普遍的に存在する
特徴なのかも知れない．


